


別紙                       氏 名 いとう 伸一

質 問 事 項

№ １

小中学生の「算数と数学」について

要

旨

資源を持たない日本の将来には技術が大切である。しかし、高校生や大学

生は「理系離れ」、児童生徒は「算数と数学が得意なのに嫌い、特に中学校

の数学になると苦手になる傾向がある」とも言われる。

また、国際比較において、日本の児童生徒は成績がよくても学び続ける意

欲が低い傾向があると聞く。

一方、デジタル化やＡＩの進歩により学習環境は大きく変化している。

そこで、教育現場の算数と数学に関する現状と課題を伺い、今後の算数と数

学教育を考える機会にしたい。

（１） 「算数と数学嫌い」の実態は

（２） 「算数と数学が苦手」の特徴は

（３） 学び方を創意工夫する姿勢は

    自分で考える前に教えていないか。

（４） ＩＣＴ教育の現状と課題は

（５） 生成ＡＩの活用について

（６） 九九や計算問題の学習状況は

（７） デジタル社会で手書き学習は必要か

（８） 実生活での実用的な学びになっているか

（９） 知識詰め込み重視型教育になっていないか

（10） 得意な児童生徒を更に伸ばすには

※ 申し合わせ事項に留意する。
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別紙                       氏 名 いとう 伸一

質 問 事 項

№ ２

三郷駅前再開発における人の流れ

要

旨

駅前再開発では、ニーズに合わせたコンテンツ（店舗や広場）の充実、景

観やデザインによってまちの魅力を創出できる。しかし、集客キャパシティ

は交通インフラ（スムーズな通行、駐車場、駐輪場）によって決まってしま

う。つまり、多くの人を呼び込むには円滑な人の流れが大切になる。

そこで、三郷駅前再開発における駅前への人の流れについて伺う。

（１） 三郷駅乗降者について

    乗降者数の推移と開発後の想定について伺う。

（２）駅前来訪者について

   駅乗降者（通勤通学、お出かけ）の立ち寄りに対する期待と施策につ

いて伺う。

（３） 交通インフラ（駐車駐輪）の変化について

    駐車駐輪キャパシティについて伺う。

（４） 渋滞対策について

（５） 新たな駅前の住居について

    世帯当たりの人数想定について伺う。

※ 申し合わせ事項に留意する。
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